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ＳＰring-８の最大限かつ効果的な利用を実現

 

（ＳＰring-８の整備・共用）

２０１２ ２０１３ ２０１４ ２０１５

目標

ＳＡＣＬＡの最大限かつ効果的な利用、更なる高度化を実現

 

（ＳＡＣＬＡの整備・共用）

共用開始 重点戦略分野の利用研究を推進し、先導的・革新的な成果創出と利用分野の開拓

「ＳＡＣＬＡ」と「京」との連携を実現

京の最大限かつ効果的な利用、更なる高度化を実現

 

（京の整備・共用、ＨＰＣＩの構築）

Ｊ-ＰＡＲＣの最大限かつ効果的な利用、更なる高度化を実現

 

（Ｊ-ＰＡＲＣの整備・共用）

共用開始復旧 新規ﾋﾞｰﾑﾗｲﾝの設置等による性能強化、利用研究促進
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ナノテクノロジー、光・量子科学技術、情報科学技術、数学等の融合領域の基盤的研究開発を強化
（新物質・新材料の創製に向けたﾌﾞﾚｰｸｽﾙｰを目指す横断的先端研究開発、光・量子科学技術研究拠点の形成に向けた基盤技術開発、

次世代ＩＴ基盤構築のための研究開発、数学・数理科学と諸科学・産業との協働によるｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ創出のための研究促進ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ）

ﾅﾉﾈｯﾄの活動と枠組みを活かした、ﾅﾉﾃｸ・材料を核とする産学官ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑを構築
（ナノテクノロジー・プラットフォームの構築）

ナノテクノロジー
ネットワーク

科学技術にﾌﾞﾚｰｸｽﾙｰをもたらす最先端の計測分析技術・機器を開発

 

（先端計測分析技術・機器開発ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ）

これまでの開発成果等を活用し、復興、成長に役立つ計測分析機器を実用化

科学技術イノベーションのための研究基盤施策に関する俯瞰的ロードマップ

本省

本省・原研

本省・理研

本省・理研

本省・理研

創薬・医療技術支援基盤のﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑを構築

 

（創薬等ライフサイエンス研究支援基盤事業） 本省

本省・ＮＩＭＳ

ＪＳＴ

２０１６以降
※大学、独法への運営費交付金、施設整備費補助金等が上記施策を下支え
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研究基盤の

 
戦略的整備、

 
共用

基盤強化が重
要となる政策
分野において、
プラットフォーム
を構築

共通基盤
技術の開発

高度化に繋がる
新たな技術等を創出

２０１１
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究
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究
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我が国の先端研究施設・設備全体を俯瞰した上で、
戦略的に整備・高度化、共用、人材確保等への投資を実施
※ 「研究開発プラットフォーム」の基盤的施策として、科学技術・学術審
議会先端研究基盤部会研究開発プラットフォーム委員会で具体的
な取組のあり方を今後検討

先端研究設備の整備・高度化を推進
（最先端研究基盤事業）

先端研究施設の共用を推進
（先端研究施設共用促進事業） 本省

本省・ＪＳＰＳ

ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ研究に不可欠な研究用材料、ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ等の知的基盤を整備、供用
（ﾅｼｮﾅﾙﾊﾞｲｵﾘｿｰｽﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ、ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ統合推進事業等）

ＨＰＣＩの利用及び成果創出

本省・ＪＳＴ・理研

共用開始
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Ａ

 

調査・分析機能

Ｂ

 

戦略立案機能

Ｃ

 

実施機能

【現状】

科学技術の各分野毎に戦略を立案

【取組内容】

・政策分野別の戦略を踏まえた上で、調査・

 
分析機能が提示するエビデンスに基づき、

 
全体を俯瞰した研究基盤戦略を立案

・分野を超えた連携、情報発信の取組

・共通の運用指針（好事例の水平展開）

・整備すべき研究基盤の明確化

・人材確保に必要となる取組

 

等

→本機能は国が担うことが適当

【現状】

体系的なものは無い

【取組内容】

・政策ニーズ（諸外国の動

 
向、社会的要請等を含

 
む）、各施設・設備の実態

 
等を的確に把握

→本機能を中核的に担う

 
機関が必要

【現状】

 

基本的には政策分野毎の施策が存在

【取組内容】

・毎年度の研究基盤戦略に基づき、研究開発プラットフォームとして必要となる取組を戦略的に実行

・「評価の大綱的指針」等に基づき、科学技術・学術審議会等において定期的に取組を評価

→

 

本機能は、国と各取組実施機関が、適切な役割分担の下で担うことが適当

研究基盤政策の

 
PDCAサイクル

 
の確立

研究基盤政策を戦略的、効果的に推進するためのシステムを構築すべきではないか

【本日の論点】
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【参考】

 
当面の検討スケジュール（予定）

１０月１４日

 

第３回

 

議題：研究基盤政策の今後の推進方策（国外事例を踏まえて）

１２月中旬

 

第４回

 

議題（案）：利用者側から見た最適な利用システムとその波及方策

（１２月下旬

 

第３回先端研究基盤部会開催）

１月頃

 

第５回

 

議題（案）：技術支援者等の充実・確保など

２月頃

 

第６回

 

議題（案）：共用、整備を戦略的に実施するための平成２５年度以降の支援方策（予算、
制度改革）のあり方

３月頃

 

第７回

 

議題（案）：委員会一次報告（案）について審議

４月頃

 

第８回

 

議題（案）：委員会一次報告（案）について審議、決定

※ＮＩＳＴＥＰ等と連携しつつ、施設・設備保有機関、利用者等を対象とした調査を実施予定

※第４回以降の日程、議題については、変更の可能性あり
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